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す く い 縫 いミ シ ン は、 布 の 表 側 に ス テ ッ チ を 表 さ ず に 縫 製 す る 特 殊 ミ シ ンで あ る

的 に は 広く 用 い ら れて い る。 すく い 縫 い シ ー ム の 用 途 か ら み る と、 仕 上 が り の 美

さ ら に多 少 の 耐 久 性 能 を 持 っ て い る こ と も 要求 さ れ る。 こ の 両 者 の 兼 ね 合 い が 適

と、 すく い 不 良 と い う 縫 製 欠 点 に 結び つ く。 前 報卜 で は、 す く い 縫 い ミ シ ン 縫 製

若 干 の 検 討 を 行 い、 す く い 挙 動 に は 布 上 げ の 高 さ、 布 厚 さ な ど が 大 き く 関 係 する

べ た。 本 研 究 で は、 特 に 布 地 の 性 状 ・ 特 性 につ い て 取 り 上げ、 す く い 量 へ の 影 響

る と と も に、 シ ー ム の 強 度 につ い て も 若 干 の 検 討 を 行 う こ と に し た。

試 布 とし て 性 状 の 異な る 織 物13 種 類 を 選 択 し、 布 上 げ 高 さ、 針 番 手、 布 上げ 量 を

縫 製 し た。 用 い たミ シ ン は 単 環 縫 い タ イ プ のミ シ ン（　103  ) で あ る。 す く い 量 は 縫

れ た試 料 を 切 り 開 き、 万 能 投 影 機 で 測 定 し た

程 を ビ デ オ 撮 影 を 行 っ た。

方、 引 張 り 試 験 に お け る シ ー ム の 破

果　 同 一 生 地 の 中 で も す く い 部 の 形 態 は 様 々で あ り、 測定 さ れ たす く い 量 に は か な り

ラ ツ キ が あ る も の の、 布 地 に よ る 傾 向 も 見ら れ た。 そ こ で 布 地 の 性 状や 物 性、 縫 製 条

の 影 響を 定 式 化 す る目 的 で、 重 回 帰 分 析 を 行っ た。 す く い 量 に は 布 上 げ 高 さ、 布 厚 さ の

に 剛 軟 度 な ど も 関 わっ て く る。 こ れ は 布 上 げ と そ れ に 伴 う 布’地 の 変 形 を 反 映 し たも の と

解 で き る。 ま た す く い 部 の 強 度 分 布 は ワ イブ ル 分 布 に よ く 近 似 で き る が、 大 ま か に は 正

分 布 す る と み な す こ と も で き る。 す く い 量 の 増 加 によ り 地 糸 か ら 縫 糸 破 壊 へ 移 行 す る。

参 考　1 ）綾、 島 崎； 繊 消 費 学 会 年 次 大 会 講 演 要 旨 集（199  1）
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と 編 布 の因 子 の 関 係

○　川 西 定 子　 芦 田 由 佳 里　 天 野 敏 彦

弓 削 治

目 的　 縫 製 時 の 地 糸 の 損 傷 や 切 断 を 防 止 す る

と が で き れば 効 果 的 で あ る。 前 報1 )で は、 貫 通

貫 通力 を 予 測 す る 式 を 提 示 し た。 本 研 究 で は 編

子 か ら 貫 通 力 を 予 測 す る こ と を 試 み た。
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方 法　 貫 通力 検 出 器 を 引張 り 試 験 機 に 設 置 し て、 低 速 時 の 貫 通、 引 抜 き力 曲 線 をil 定 し

た。 針 の 太 さ は ９ 番 ～1     8 番 に 変 化 さ せ た。 試 料 布 は 素 材 や 同 一 番 手 で カ バ ー フ ァ ク タ ー

が 異 な る 等 の多 種 類 の 編 布 を 用 い た。 こ れ ら の 試 料 布 の 構 造 的 因 子 と 物 理的 性 質 を 測 定し

た。

結 果　 ミ シ ン､針 の 糸 穴 近 辺 の 最大 貫 通 力W    p
   
，2は 編 密 度 や せ ん 断 剛 性 の 増 加、 編 糸 の 太 さ

や 圧 縮 仕 事 の 減 少 に 伴 っ て 増 大 す る。

最 大 貫 通 力W    ≫
  ,  2　はr   ／R     （r  ；　針 幹 の 半 径、R;　 針 板 相 当 板 の 穴 の 半 径 ） の 指 数 関 数

で 増 加 す る。 従 っ て 次 の 関 係式 が 得 ら れ る。　　W    ≫ .   2　=  k    （r   ／R   ）"

こ こ で 指 数 ｎ は 試 料 に よ ら ず一 定 で、W     p,   2　とr   ／R の 関 係 を 両 軸 対 数 でプ ロ ット し た 直

線 の勾 配 か ら 求 め る こ と がで き る。 ｋ は 試 料 に よ っ て 定Ｊ る 定 数 で あ り、 試 料 ㈲ の 因 子 ｘ

ｌ、X  2、X     3　… … を 用 い て､次 の よ う に 表 わ す。　　　k   =  a   （X l" × i'^ × 3='　… … ）

式 中 の α は 定 数 で あ り、 指 数 ａ a  2 a 3 … …Si 試 料 布 の 因 子 に よ っ て 決 ま る 定 数 で

あ る。 式 に よ る 計 算 値 と 実 測 値 の 間 に は 高 い 相 関 が 得 ら れ た。 この よ う な 実 験式 に よ っ て

最 大 貫 通 力W    p
  .   2　を
試 料 布 の 因 子 を 用 い て 予 測 で き る こ と が わ か っ た。

1）川 西 ，弓 削 ，森 下 ，堀 野；　繊 消 誌,32,534 （1991 ）
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